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　平素より当社経営に関しまして格別のご支援をいただき誠にありがとうございます。当社は、2017
年8月で誕生10周年を迎えることができました。これもひとえに株主の皆さまをはじめステークホル
ダーの皆さまのご支援の賜物と深く感謝申し上げます。
　当社は、2017年度から2019年度までの中期3ヶ年経営計画を策定し、始動しております。北海道で
最も信頼される企業になることを目標に、「顧客ロイヤリティ北海道NO.1企業の実現」「収益性と安定
性で北海道NO.1企業の実現」「地域活性化企業北海道NO.1の実現」「働き続けたい企業北海道NO.1の
実現」の4つのNO.1の実現に向けた諸施策を着実に進め、初年度となる2017年度の業績は、売上高、
営業利益、経常利益、当期純利益のいずれも、過去最高を更新することができました。
　これからも持続的成長を遂げるために、当社の店舗が地域の生活インフラとして商品やサービスを提
供するだけでなく、賑わい、楽しさ、発見、感動を提供できる店づくりを推進してまいります。そして、
地域の皆さまに「イオンのある街に住みたい」と思っていただけるような、住みよい街づくりに貢献す
る企業へと進化し、全員経営で北海道NO.1の信頼される企業を目指してまいります。
　株主の皆さまには、引き続きのご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

2018年5月

代表取締役社長  星野 三郎

全員経営で北海道NO.1の信頼される企業を目指します。
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木を植えています
私たちはイオンです

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、
より多くの人へ適切に情報を伝えられるよう配慮した
見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

イオン札幌西岡SC
イオン札幌桑園SC

イオンモール札幌苗穂
イオンモール札幌発寒
イオンモール札幌平岡
イオン札幌元町SC
イオン札幌藻岩店

イオンSuC手稲山口店
まいばすけっと33店舗
イオンバイク札幌平岡店

イオン札幌琴似店
イオン新さっぽろ店
イオン札幌麻生店
イオン東札幌店

イオン札幌栄町店

イオン余市店
イオン小樽店

イオン上磯店
イオン湯川店

イオン伊達店

イオンモール苫小牧

イオン登別店
イオン室蘭店

イオン静内店

イオン帯広店

イオンモール釧路昭和
イオン釧路店

イオン厚岸店

イオン根室店

イオン北見店

イオン名寄SC

イオン紋別店

イオン旭川駅前店
イオンモール旭川西
イオン旭川永山店
イオン旭川春光店

イオン千歳店

イオンSuC三笠店

イオン滝川店

イオン江別店
イオン岩見沢店イオンSuC石狩緑苑台店

社名 イオン北海道株式会社
本社 〒003-8630　札幌市白石区本通21丁目南1-10
事業内容 総合小売業
設立 1978年4月5日
資本金 61億43万円
基準日 2月末日
売上高 1,866億円（2017年3月～2018年2月）

店舗数 74店舗
従業員数 7,871名
主要取引銀行 北洋銀行、三井住友信託銀行、みずほ銀行、北海道信用農業協同組合連合会
公告方法 当社ホームページに掲載いたします。

http://www.aeon-hokkaido.jp/finance_03.html
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

　2017年8月に誕生10周年を迎え、「いつも、いつも、ありがとう」 をテーマに、
「イオン北海道誕生10周年祭」として、9月より半年にわたり、大型セールや各
種イベントを全社を挙げて実施し、地域の皆さまに日頃の感謝をお伝えしました。

　また、顧客ロイヤリティ北海道NO.1企業
の実現に向けた取り組みとして、当社ではヘ
ルス＆ウエルネス分野に注力しております。
なかでも「日々、花のある暮らし」をテーマ
にしたフラワー＆ガーデン部門は、インテリ
アグリーンやプリザーブドフラワー、ハーバ
リウムなど、専門性の高い商品を豊富に取り
そろえています。そして、この売場をより多
くの皆さまに体感していただこうと、2017
年10月19日（木）から3日間、札幌駅前通り
地下歩行空間「チ・カ・ホ」にて、初の店舗
外イベントである「ROSE、ROSE、ROSE＆
GREEN」を開催しました。会場ではブーケ
作りなどのレッスンイベントも実施、大変好
評をいただくと共に、当社店舗へのご来店の
きっかけづくりができました。今後もより地
域に根差した店づくりをすすめてまいります。

　収益性と安定性で北海道NO.1企業の実現に向けた取り組みにおいて、当社の
ネットスーパー事業は、新たなお客さまニーズへの対応と共に、2008年度のス
タートより、毎期確実にお客さまの支持をいただき、売上伸長を果たして来まし
た。
　当事業年度は受注締め時間の見直しや、1日の最大受注件数の引き上げ、出荷
業務のセンター集中化促進、注文後変更機能や商品掲載の自動化による利便性の
改善により、売上高前期比114.9％と伸長し、収益力の向上に貢献しました。
　また、実店舗においては、セルフレジ導入をすすめ、お客さまのレジ待ち時間
の削減を図ると共に、省力化、省人化がすすんでおります。

　働き続けたい企業北海道NO.1の実現に向けた取り組みでは、従業員の個性や
生き方を大切にし働き方を変える、育児休暇制度をはじめ様々な福利厚生制度を
整えてまいりました。この取り組みが認められ、2017年12月に、企業が「次世
代育成支援対策推進法」に基づき子育てサポート企業として一定の要件を満たし
た場合に与えられる、厚生労働大臣認定マーク「くるみん」を取得しました。
　また、ダイバーシティ経営を支える多面的な人材の採用活動の一環として、学
生目線に立った採用活動をすすめ、その取り組みの一つとして体験型インターン
シップを実施し、2017年度は24名の学生の皆さんに参加していただきました。
店頭業務のみならず後方業務も体験し、より深く当社の事業を理解していただき
ました。今後も多面的な人材の確保、多様な働き方の推進をおこなってまいりま
す。

　地域活性化企業北海道NO.1の実現の取り組みでは、2017年10月、帯広市と
「協働のまちづくりに関する包括連携協定」を締結いたしました（これまでの締
結は北海道、札幌市、函館市、旭川市）。本協定に基づき、帯広市とイオンは、

「地域経済の活性化」「観光振興」「文化・芸
術・スポーツ振興」「安心して生活できるま
ちづくり」「環境保全・リサイクル」「健康で
やすらぎのあるまちづくり」「未来を担う人
材の育成」「高齢者・障がい者支援」「市民
サービスの向上」に関することの計9項目に
おいてより緊密な連携を図ってまいります。
また、その取り組みの一環として、北海道で
7種 類 目 の ご 当 地WAON「 と か ち 帯 広
WAON」を発行いたしました。お客さまの
お買い物ご利用金額の0.1％を、イオンが帯
広市に寄付し、子育てや教育環境、動物園の
充実に役立てていただきます。北海道のご当
地WAONによる地域への寄付額は、スター
トの2011年度から7年間で累計約1億1千万
円となりました。地域連携については道内各
エリアでさらに強くすすめてまいります。

イオン北海道誕生10周年祭で地域のお客さまに
感謝の気持ちをお伝えしました

ネットスーパー事業の強化、
店舗の省力化の取り組みによる収益力の向上

厚生労働大臣認定マーク「くるみん」を取得、
新たな採用活動もスタート

帯広市と「協働のまちづくりに関する包括連携協定」を締結し、
地域連携を強化

イオン北海道誕生10周年祭の様子

「ROSE、ROSE、ROSE＆GREEN」
イベント

とかち帯広WAON

締結式

ネットスーパーのご注文画面 セルフレジ 体験型インターンシップの様子

店舗情報（2018年2月28日現在） 会社概要（2018年2月28日現在）


